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第１章　東京工業大学の概要

１－１　環境方針

１－２　基本的要件

ʪجຊཧ೦ʫ
ੈք࠷高の理工ܥ総合大学を目指す東京工業大学は、環境問題を地Ҭࣾ会のみならず、すべての人ྨ、生命の

ଘにわる地球نの重要な՝題であるとڧくೝࣝし、ະདྷੈとともに地球環境をڞ༗するため、持ଓ型ࣾ
会の生にݙߩし、ڭڀݚҭػ関としての命役ׂをՌたす。

ʪجຊํʫ
東京工業大学は、「ະདྷੈとともに地球環境をڞ༗する」というج本理೦にͮجき、地球と人ྨがڞଘする

。型文明を生するために、以下のํのもと、環境に関する諸問題にରॲするل21ੈ

東京工業大学環境方針
200�年1月13日੍ఆ

【大岡山キャンパス】　敷地面積 242,724㎡
〒152-8550 東京都目黒区大岡山2-12-1
˔ 理学Ӄɹɹɹɹɹɹ˔ 工学Ӄ
˔ 物࣭理工学Ӄɹɹɹ˔ 報理工学Ӄ
˔ 生命理工学Ӄɹɹɹ˔ 環境ɾࣾ会理工学Ӄ
˔ リベラルアーπڭڀݚҭӃ
˔ 科学ٕज़成ڀݚӃ（先ಋ原ڀݚྗࢠ所˞）
˔ 地球生命ڀݚ所ɹɹ˔ オープンϑΝγリςΟηンλー
˔ 事務局ɹそのଞ
˞ 2021年�月1日ɹθロカーボンΤネルΪーڀݚ所にվ組

2021年4月1日

【すずかけ台キャンパス】　敷地面積 225,684㎡
〒22�-8503ɹਆಸݝԣ浜ࢢ区ాொ4259
˔ 理学Ӄɹɹɹɹɹɹɹɹɹ˔ 工学Ӄ
˔ 物࣭理工学Ӄɹɹɹɹɹɹ˔ 報理工学Ӄ
˔ 生命理工学Ӄɹɹɹɹɹɹ˔ 環境ɾࣾ会理工学Ӄ
˔ 科学ٕज़成ڀݚӃ

（ະདྷ࢈業ٕज़ڀݚ所ɾϑロンςΟアࡐྉڀݚ所ɾ
化学生命科学ڀݚ所）
˔ オープンϑΝγリςΟηンλーɹ˔ 事務局ɹそのଞ

【田町キャンパス】　敷地面積 23,223㎡
〒108-0023ɹ東京都港区ࣳӜ3-3-�
˔ ෟଐ科学ٕज़高学ߍ
˔ 環境ɾࣾ会理工学Ӄɹɹɹ˔ 事務局

ઃ立 
ɹ1881年5月2�日

 成һ（2021年5月時点）ߏ
ɹڭ৬һ   3��4໊ 
ɹ学ɹ生 11058໊

報告ରൣғ 
ɹ大岡山キャンパス 
ɹすずかけキャンパス 
ɹాொキャンパス

報告ରظ間：2021年4月1日ʙ2022年3月31日

ガイυライン： 環境報告ガイυライン2018年版、環境報告ߟࢀ
書の記ࡌ事߲のखҾき（ୈ3版）、環境報
告書にわる৴པ性上のखҾき（ୈ2版）

公 表 ഔ ମ： 200�年より本編の΄かダイジェスト（ɾ
英版）を作成、WE#およͼҹ物で公表、
総合安全管理部門)1にॳ版から࠷新版を
公開しています。

ɹɹɹɹɹɹɹ（http���XXX.HTmc.titech.ac.jp�）

回発行༧ఆ：2023年9月࣍

研究活動
持ଓ型ࣾ会の生にࢿする科学ٕ
ज़ڀݚをより一促進する。

環境負荷の低減
自らがٴ΅す環境へのෛՙを࠷小
にཹめるため、環境目ඪとこれにݶ
。ఆし、実行するࡦいた計画をͮج

環境マネジメントシステム
ੈքをリーυする理工ܥ総合大学に;さ
わしい、より先進的な環境マネジメント
γスςϜをߏஙし、ޮՌ的運༻を行うと
ともに、ܧଓ的վળにめる。

環境意識の高揚
すべての役৬һおよͼ学生に環境ڭ
ҭɾܒ発活動を実ࢪし、大学ߏ成һ全
һの環境ํにରする理ղと環境に
関するҙࣝの高༲をਤる。

人材育成
持ଓ型ࣾ会の生にけて、環境にରす
るҙࣝが高く๛なࣝを༗し、֤քの
リーダーとなりうる人ࡐをҭ成する。

社会貢献
ҭ成を通じ、զが国のࡐ活動、人ڀݚ
みならずੈքにݙߩする。
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１－３　組織構成

学 長
学長選考会議

経 営 協 議 会

総 務 部

総 務 課

広 報 課

理 学 院

工 学 院

物 質 理 工 学 院

情 報 理 工 学 院

生 命 理 工 学 院

環 境・社 会 理 工 学 院

リベラルアーツ研究教育院

先 導 原 子 力 研 究 所

未 来 産 業 技 術 研 究 所

化 学 生 命 科 学 研 究 所

フロンティア材料研究所

附 属 図 書 館 す ず か け 台 分 館

イノベーション人材養成機構

物質・情報卓越教育院

リーダーシップ教育院

超スマート社会卓越教育院

ものつくり教育研究支援センター

教 育 革 新 セ ン タ ー

学術国際情報センター

放 射 線 総 合 セ ン タ ー

極低温研究支援センター

附属科学技術高等学校

す ず か け 台 分 室

主 計 課

経 理 課

契 約 課

すずかけ台会計課

学 生 支 援 課

留学生交流課

入 試 課

財 務 部

学 務 部

博 物 館

オープンイノベーション機構

地 球 生 命 研 究 所

元素戦略研究センター

地球インクルーシブセンシング研究機構

学 生 支 援 セ ン タ ー

保 健 管 理 セ ン タ ー

監 査 事 務 室

研 究 基 盤 戦 略 室
設 計 製 作 部 門
分 析 部 門
教 育 支 援 部 門
情 報 基 盤 支 援 部 門
安全管理・放射線部門
マイクロプロセス部門
バ イ オ 部 門
遺 伝 子 実 験 施 設
動 物 実 験 施 設

監 査 室

情報活用 I R 室

教育研究資金
適 正 管 理 室

人 事 課 労 務 室

安 全 企 画 課

すずかけ台総務課

火山流体研究センター

理財科学研究センター

系外惑星観測研究センター

量子物理学・ナノサイエンス先端研究センター

教育施設環境研究センター

サイバーセキュリティ研究センター

科 学 技 術 創 成 研 究 院

先進エネルギーソリューション研究センター

社会情報流通基盤研究センター

細 胞 制 御 工 学 研 究 セ ン タ ー

全 固 体 電 池 研 究 セ ン タ ー

ビッグデータ数理科学研究ユニット

アトムハイブリッドマテリアル研究ユニット

バイオインタフェース研究ユニット

ナ ノ 空 間 触 媒 研 究 ユ ニ ッ ト

エネルギー・情報卓越教育院

社 会 人 ア カ デ ミ ー

量子コンピューティング研究ユニット

化学資源持続生産研究ユニット

学院等事務部

研 究 企 画 課

教育プログラム推進室

附属科学技術高等学校業務推進課

産 学 連 携 課

情報図書館課

情 報 基 盤 課

施設総合企画課

施 設 整 備 課

再開発推進室

理学院業務推進課

研 究 推 進 部

施 設 運 営 部

企画・国際部

生命理工学院業務推進課

情報理工学院業務推進課

工学院業務推進課

（2021年4月1日）

コンプライアンス・
危 機 管 理 室

人 事 委 員 会

戦 略 統 括 会 議

学長アドバイザリーボード

Tokyo Techアドバイザリーボード

未来社会DES IGN機構

ダイバーシティ推進室

キャンパス革新オフィス

戦 略 的 経 営 オ フ ィ ス

教 育 ・ 国 際 連 携 本 部

研 究 ・ 産 学 連 携 本 部

キャンパスマネジメント本部

企
画
立
案
執
行
組
織

研
　究
　所

研
究
セ
ン
タ
ー

研
究
ユ
ニ
ッ
ト

共
通
教
育
組
織

共
通
支
援
組
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事
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オ
ー
プ
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フ
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シ
リ
テ
ィ
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ン
タ
ー

研
究
拠
点
組
織

学
　
　
　
　院

監 事

教育研究評議会

部 局 長 等 会 議

総括理事・
副学長

理事・副学長
（企画）

理事・
副学長
（教育）

理事・
副学長
（研究）

理事・
副学長
（財務）

理事・
副学長
（法務労政）

役 員 会

学
　
　  

長
　
　  

室

異 種 機 能 集 積 研 究 ユ ニ ッ ト

AIコンピューティング研究ユニット

生 体 恒 常 性 研 究 ユ ニ ッ ト

福 島 復 興・再 生 研 究 ユ ニ ッ ト

ナノセンシング研究ユニット

量 子 航 法 研 究 ユ ニ ッ ト

基 礎 研 究 機 構

副
学
長

（
国
際
広
報
）

副
学
長

（
人
権
）

副
学
長

（
戦
略
構
想
）

副
学
長

（
社
会
連
携
）

副
学
長

（
教
育
運
営
）

副
学
長

（
国
際
連
携
）

副
学
長

（
産
学
官
連
携
）

副
学
長

（
情
報
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盤
）

副
学
長

（
不
動
産
活
用
）

（
研
究
企
画
）

副
学
長

（
地
区
安
全
管
理
）

副
学
長

リベラルアーツ研究教育院業務推進課

科学技術創成研究院業務推進課

物質理工学院業務推進課

環境・社会理工学院業務推進課

（
総
合
安
全
・
コ
ン

   

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
）

副
学
長

副
学
長

（
学
生
支
援
）

アドバンスメントオフィス

国 際 連 携 課

国 際 事 業 課

企画・評価課

社 会 連 携 課

教 務 課

研究資金支援課

国 際 教 育 推 進 機 構

未 来 の 人 類 研 究 セ ン タ ー
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һߏ ˙

Ϛωδϝϯτਪਐମ੍ڥ ˙

【教職員・学生・生徒等】� ※課程学生のみ掲載

区　　分 役員

教員

区　　分

学士 大学院 附属科
学技術
高等学
校

学生・
生徒
合計教授 准教授 講師 助教 教務

職員 教諭
実習助
手・養
護教諭

合計 類 学院 学部 修士
課程

博士
後期
課程

学長、理事・副学長、監事 � � 1類～7類 � �
理学院 �� �� � �� � ��� 理学部 �� ��
工学院 �� �� � �� � ��� 工学部 �� ��
物質理工学院 �� �� � �� � ��� 生命理工学部 � �
情報理工学院 �� �� � �� � �� 理学院 ��� ��� ��� ����
生命理工学院 �� �� � �� � �� 工学院 ���� ���� ��� ����
環境・社会理工学院 �� �� � �� � ��� 物質理工学院 ��� ��� ��� ����
リベラルアーツ研究教育院 �� �� � � � �� 情報理工学院 ��� ��� ��� ���
科学技術創成研究院 �� �� � �� � ��� 生命理工学院 ��� ��� ��� ����
元素戦略研究センター � � � � � � 環境・社会理工学院※1 ��� ��� ��� ����
地球生命研究所 � � � � � � 理工学研究科 �� ��
リーダーシップ教育院 � � � � � � 生命理工学研究科 � �
エネルギー情報卓越教育院 � � � � � � 総合理工学研究科 �� ��
保健管理センター � � � � � � 情報理工学研究科 � �
学生支援センター � � � � � � 社会理工学研究科 �� ��
教育革新センター � � � � � � イノベーションマネジメント研究科※2 � �
学術国際情報センター � � � � � �� 附属科学技術高等学校 ��� ���
放射線総合センター � � � � � �
博物館 � � � � � � 
オープンイノベーション機構 � � � � � �
戦略的経営オフィス � � � � � �
キャンパスマネジメント本部 � � � � � �
附属科学技術高等学校 �� � �� � ���� �� ���� ���� ��� �����

合　計 8 ��� ��� �� ��� � �� � 1,113

区　　分 事務系 技術技能系 医療系 合　計
事務職員・技術職員等 494 111 3 608

区　　分 特命教授 特任教授 特任准教授 特任講師 特任助教 特定教授 特定准教授 特定講師 特定助教 その他 合　計
非常勤教員 �� ��� �� �� �� �� �� � � � ���

区　　分 副学長 事務系 技術技能系 医療系 教務系 合　計 総　合　計
非常勤職員 5 931 498 4 11 1,449 14,722

※1　環境・社会理工学院の修士課程欄は一部専門職学位課程を含む
※2　イノベーションマネジメント研究科の修士課程欄は専門職学位課程

ֶ　

֤۠
҆શӴੜ
ҕһձ
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局

責
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ΩϟϯύεϚωδϝϯτຊ෦

 トップマネジメントɹ▶学 
ɹ環境ํの表明
ɹ 環境ํにͮجく環境配ྀの取り組みにඞ要ෆՄܽな学

ݯࢿをೖ
 環境管理責任者　▶総合安全管理部門 
ɹ 環境管理ɾ環境配ྀの取り組みのための者、環境マ

ネジメントγスςϜ（E.4）の֬立、実ࢪ、ҡ持、վળ
 推進組織　▶ 総合安全管理部門、লΤネルΪーਪ進部門、

֤地区安全Ӵ生ҕһ会 
ɹ 大学全ମのE.4のߏங作業、環境目ඪのઃఆ、環境計画

の作成作業、環境ଆ面のௐ、環境影響ධՁ、そのଞਪ
進にඞ要な業務

 推進事務局　▶総務部ɾࢪઃ運Ӧ部およͼ関部ॺ 
ɹ環境配ྀの取り組みをԁに進めるための事務ॲ理୲
 実施・運用部門　▶֤部局（֤部局安全Ӵ生ҕһ会をؚむ） 
ɹ環境配ྀの取り組みの実ࢪ、運༻
 環境内部監査グループ　▶ 環境ڭҭをઐ門とするڭһから

なる「環境部査グループ」 
ɹ 環境管理状況、環境配ྀの取り組み༰、環境อ全実ࢪ

の部査

ɹ本学は、以下環境マネジメントਪ進ମ੍のもと、全学一ମとなりܧଓ的に環境อ全活動に取り組んでいます。

（2021年5月1日）
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１－４　科学技術創成研究院ゼロカーボンエネルギー研究所の設置
本学は、2021年�月1日に科学ٕज़成ڀݚӃ先ಋ原ڀݚྗࢠ所をվ組し、 

θロカーボンΤネルΪーڀݚ所（ུশ「θロカーボンݚ」、;$）を開ઃしました。

ٸ、をܴえ、物ɾ報の๛かなศརな時をܴえたと思ったのもଋの間ل21ੈ
ܹなީؾ変動、感染症֦大などの環境変化に࿔され、人ྨは自然の大きさと人
間のແྗさをೝࣝしだしております。本ڀݚ所は20ੈل型の化石ݯࢿにա度にґଘしたࣾ会をলし、地球環境に
性のあるカーボンニュートラル型のࣾ会へのసを目指しています。

そこで本ڀݚ所では、θロカーボンΤネルΪー（;$E）にͮجくૉɾ物࣭॥環γスςϜをߏஙし、カーボンニュー
トラル（$/）ࣾ会の実現にݙߩすることをΰールとし、実現にඞ要なٕज़のڀݚ開発を行っています。$/ࣾ会実現に
ついてਤ1は、日本が目指している2050年$/ࣾ会実現へのల（ΤネルΪーڅڙଆを化石೩ྉґଘから࠶生ՄΤネル
Ϊー（࠶Τネ）、原ྗࢠΤネルΪーの;$Eへとのసを行う）をࣔしています。また、ਤ2は、本ڀݚ所が目指すΤネル
Ϊーࣾ会をࣔしています。まず、一࣍ΤネルΪーに;$Eをಋೖします。;$Eの一つである࠶Τネはఱީにґଘした出ྗ
変動がඇৗに大きいため、出ྗの安ఆ化が重要です。一ํでध要ଆにも変動があり、ΤネルΪーஷଂのػがඞਢなた
めి（ి）、ػが重要となります。また、ध要ଆはଟくのでૉݯࢿのڅڙもඞ要です。そのためഉ出さ
れるೋࢎ化ૉを回ऩし、;$Eによってૉݯࢿに変し॥環࠶ར༻することやΤネルΪーキャリア（˞1）のڅڙおよ
ͼΤネルΪーࡐྉ物࣭の回ऩɾɾ࠶生を行うことも重要となります。Ճえて、原ྗࢠΤネルΪーはࣾ会にෆ安をも
たらしておりますが、و重なθロカーボンΤネルΪーととらえ、安全かつࡁܦ的な原ྗࢠΤネルΪーγスςϜを開発す
るとともにあわせて์ࣹઢར༻ٕज़ڀݚを進めていくこともඞ要です。本ڀݚ所では、これら;$Eの、ޮ的なར
༻、ஷଂ、物࣭変、ࣾ会ར༻、॥環ར༻などの要ૉٕज़と、これらを࠷ద化したΤネルΪーネットワークのߏஙをแ
ׅ的にڀݚし、持ଓՄなΤネルΪーࣾ会のߏஙへのٕज़ݙߩを目指しています。

そしてڀݚのࣾ会実をՃするためにグリーンɾトランスϑΥーメーγϣンɾイニγアςΟϒ（Tokyo Tech G9*）
事業（˞2）をల開します。グリーンɾトランスϑΥーメーγϣン（G9、స）は$/化にԠじた࢈業およͼࣾ会のߏ
の変化を表し、Tokyo Tech G9*ではG9に関わる新たな՝題にରして、࢈学、ࣾ会、ࢢຽとが࿈携したオープンイϊ
ベーγϣンでのղܾを目指します。G9の実現は個別のٕज़では成り立たず、ଟくのڀݚの࿈携が重要です。美しい地球
環境のҡ持にけて国֎の組৫、人ʑと࿈携してڀݚ所活動のల開を進めております。

ゼロカーボンエネルギー研究所HP：http://www.zc.iir.titech.ac.jp/jp/index.phpゼロカーボンエネルギー研究所HP：http://www.zc.iir.titech.ac.jp/jp/index.php

˞̍ɹΤネルΪーキャリア
ɹɹɹ ΤネルΪーキャリアとは、θロカーボンΤネルΪーを༻いて生成した物࣭を指し、物࣭のܗでར༻ଆに༌ૹし࠶度ΤネルΪーを発生す

る物࣭。ਫૉ、アンϞニア、合成೩ྉとしてのメλン、メλϊールなどが表ྫ
˞̎ɹグリーンɾトランスϑΥーメーγϣンɾイニγアςΟϒ（Tokyo Tech G9*）事業
ɹɹɹhttp���XXX.[c.iiS.titech.ac.jp�jp�G9*�inEeY.php

図1　一次エネルギーのゼロカーボン化展望 図2　研究所の目指すエネルギー社会




